参考文面

株式会社●●	Comment by k.okamoto: 一括で送信するためこちらはコードを入れてください。
ご担当者様

突然のご連絡、申し訳ございません。	Comment by k.okamoto: 初のアプローチになります。「お世話になっております」を使いがちですが、違和感を感じられないようにも「突然のご連絡～」といった表現を推奨しております。
エッジテクノロジーの●●と申します。	Comment by k.okamoto: なるべくでしたら女性の名前(フルネーム)の記載のほうが反応が良くなる傾向にございます。

貴社HPを拝見しお力になれることはないかと思い連絡いたしました。	Comment by k.okamoto: フォームを送った理由を書きます。理由なく営業トークに入ると離脱率が高まります。

当社では新規開拓にお困りの企業様へGeAlneという問合せフォーム営業の自動化ツールを提供しております。	Comment by k.okamoto: やっていはいけない部分として自己紹介について。長いと読む気が失せ、離脱率が高くなるリスクがございます。なるべく簡潔にお願いいたします。
特に貴社のようなベンチャー企業、IT企業から弊社サービスをご好評いただいております。	Comment by k.okamoto: 御社が対象であることを示す文を入れ、きちんとみてから連絡しているよう印象、もしくはターゲットであることを伝えます。

下記のような課題をお持ちの場合、お力添えできるのではと考えております。
・アポを取ったはいいが、受注確度が低く、効率が悪い	Comment by k.okamoto: 課題を書く際のポイントとして
・ネガティブな文章にすること
・箇条書きで書くこと
ネガティブな文章の理由としては人間の心理的に刺さりやすいため。箇条書きの理由としては相手にわかりやすくするためです。
・営業リソースが足りず、アプローチしきれていない
・手作業でフォーム営業を行っており、時間がかかる

GeAIneを利用することで、自動で問い合わせフォームへの営業ができますので、社内の人的リソースが足りずとも、多くの企業様へアプローチをすることが可能となります。また問い合わせフォーム営業の特性上、アポからの受注確度が高いリードを獲得することが可能であり、効率的かと存じます。	Comment by k.okamoto: ここで初めて営業トーク、サービスのメリットの紹介です。気を付ける点として文章の初めのほうでいきなり営業トークを始めないこと。あくまで課題→解決策の提供(営業トーク)の順序でお願いいたします。

<実績>	Comment by k.okamoto: 実績についてはなるべく数値をいれて記載するようお願いいたします。
・テレアポでは商談10件に対し1件の成約が、フォーム営業では4～5件に1件成約。
・5分に1件ペースで送信していたフォーム営業が、まとめて数百件送信と生産性が向上。

GeAlneとは：https://the.geaine2.jp/	Comment by k.okamoto: コード化してURLのクリック率を図ることをおすすめします。目標値ですが、送信数に対し5％～10％いければというところが目標になります。

ご興味がございましたら、一度詳細を説明させていただければと存じます。
来週、再来週でご都合のよろしい日時を2、3つほど返信にてご連絡いただけると幸いです。	Comment by k.okamoto: 相手に取っていただきたいアクションを「具体的」に記載お願いいたします。ただし、日程を限定しすぎるのはNGです。(3営業日ほど掲示するなど)

お忙しいところ恐縮ですが、ご連絡お待ちしています。
------------------------
エッジテクノロジー株式会社　	Comment by k.okamoto: 署名もお願いいたします。ここのメールから返信いただける企業様もあるためです。ただ文章が長くなるのもNGなので、社名、名前、電話番号、メールアドレスのみでお願いいたします
●●　●●
Tel: 090-●●●●-●●●●
e-mail：●●●●@edge-tech.co.jp
------------------------

その他注意点
・記号の多用はNGです。(例◆◇◆◇◆◇◆◇で囲うなど)
[bookmark: _GoBack]メルマガになってしまいます。使っていないサービスのメルマガと判断された瞬間に離脱となります。
・文字数は1000文字で納めるようにお願いいたします。
フォーム入力欄に文字数制限をかけていることもあり、その場合1000文字が比較的多い傾向がございます。
